
 

 

８月に入り、機会をいただき出張に行ってまいりました。ウエスタ川越、国立オリンピッ

クセンター、福島県棚倉町、それぞれで講師の方からご講演をいただきました。 

今回はその中から心に残ったことをご紹介。 

 

① 人口減少、少子高齢化 

 「２０５０年には日本の人口は約１億人まで減少する見込み。生産年齢人口比率は約５割

に」（出所国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成２９年推計」 

  

今から２４年前、１年間研修にいかせていただきました。その際指導者の先生から言われ

たことの一つに 

 「𠮷沢さんね。２０２５年には人口の割合が変わるよ。生産年齢人口がぐっと減るんだよ。」

と２０２５年の生産人口は約６割。２５年間で１割減ります。（ちなみに２０００年の生産

年齢人口は６割８分） 

② 自身と社会の関わりについて 

 「自身と社会の関わりについて、以下のすべての項目で日本は６カ国中最下位となった。

また、日本では『自分は大人だと思う』『自分の行動で、国や社会を変えられると思う』が

５割をきっているのが特徴的」 

 補足  ６カ国･･･日本、アメリカ、イギリス、中国、韓国、インド 

     質問項目「国や社会に役立つことをしたいと思う」「自分は責任がある社会の一

員だと思う」「ボランティア活動に参加したいと思う」「慈善活動のために寄付を

したい」「自分は大人だと思う」「自分の行動で国や社会を変えられると思う」 

出典 １８歳意識調査「第６２回国や社会に対する意識（６カ国調査）報告書  

日本財団２０２４年４月３日」 

私たちの身の回りに目をやりますと、人手不足が言われています。サービス業、運送業、

電車、バス、タクシー等の運転士、保育園、幼稚園、教員等の保育者、教師。他にも様々で

す。新宿のホテルを利用しましたら、フロントにいた従業員は少なく自分でチエックイン、

チエックアウトするシステムでした。 

 目の前の子供たちが、２５年後は３８歳や４０歳。我が国日本を動かしている世代です。

生産人口真っただ中。自分たちと同じ数だけ居る生産人口以外の人々（高齢者《私も含む》、

専業主婦、就学前児童、義務教育児童生徒）を支えていってくれることを期待します。 

 「持続可能な社会」というと、環境面ばかりに目が行ってしまいますが、我々生活する人

の、「安心・安定した生活、食料確保、文化の継承、文化的な生活」を忘れてはいけません。 

 ２学期です。「進んで学ぶ生徒、思いやりのある生徒、心身ともにたくましい生徒」を実

現することが２５年後の幸せな日本になると信じて。 

自信と誇りを持って行動できる生徒の育成  
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お知らせ 

 第２学年、学年主任    教諭が９月１日

より育児休業に入ります。第２学年、バスケッ

トボール部等の運営には学校全体で対応してま

いります。ご理解ご協力お願いします。 

９月の主な行事予定 

２日（月）始業式、自転車点検 

３日（火）登校指導、給食開始 

４日（水）学力テスト１，２年生 

第１回比企地区学力テ

スト３年生 

５日（木）集会日課、生徒会専門委

員会 

１０日（火）比企地区英語弁論大会 

１１日（水）新人大会比企地区予選

会（陸上） 

１２日（木）集会日課、全校集会 

     新人大会比企地区予選

会（陸上）予備日 

１７日（火）短縮日課５時間 

１８日（水）集会日課、生徒会本部

役員選挙 

１９日（木）短縮日課５時間 

２５～２８日（水）～（土） 

     新人大会比企地区予選

会（球技・武道） 

２５，２６日は学年日課２時間、２

７日は短縮日課４時間 

２８日（土）英語検定 

新しい仲間の紹介 

第２学年に８月１日付けで、転入生がありま

した。新しい仲間です。 

玉川中学校でいい思い出が作れれば幸いで

す。 

今年の夏は･･･ 

 正月から地震に驚かされた令和６年。この夏

休みにも、「南海トラフ」への警戒や、神奈川県

でも地震がありました。夏休みの終わりには台

風。自然災害への対応は備えられるものと、備

えられないものが。 

 ８月９日の神奈川の地震では、小田急線を利

用し、遅延に遭いました。新宿駅では、大きな混

乱もなく、自然への冷静な対応ができる我が国

の素晴らしさを感じました。ご家族でも避難先

や、避難行動について話し合っていただけると

幸いです。 

  

 今日から２学期 

 玉川中学校にご関係の皆様、今年の夏はいかがでしたか。私自身公私ともにいろい

ろな事があった夏休みでした。多くの出張、旧知の方との再会、新しい仲間との出会

い。 

 そうそう、９月に行う４０年ぶりの同窓会が確定したのもこの夏です。 

  

「元気があれば何でも出来る」アントニオ猪木さんの言葉ではありませんが、２学

期も玉川中学校に関わるすべての方の「元気」を祈ります。 


